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研究成果の概要（和文）： 

本研究では、累積的な家族関係を測定するための方法論として家族関係ヒストリーグラフ

（FRHG）を提案し、信頼性と妥当性の検討を行った。その結果、FRHGの内の結びつきの使用が

望ましいことが示唆された。FRHG を用いた国際比較の点では、中学校以降において日本は韓

国・中国よりも家族の結びつきが低くかった。また、男性と女性においては累積的家族関係に

相違がみられた。FRHG と SDS の関連では、SDSの高群でのみ、FRHGと関連が見られ、臨床群の

家族では一般的な累積的家族関係の変遷を描かず、特有の家族関係が描かれることが見受けら

れた。 

 
研究成果の概要（英文）： 

We developed Family Relationship History Graph (FRHG) that assesses cumulative family 
relationship. We examined validity and reliability of FRHG.   The result confirmed 
cohesion subscale has validity and reliability and thus valid for use. Cohesion subscale 
of FRHG differed by country. Japanese had lower cohesion score than did Chinese and Korean. 
Also, participant’s gender differentiated FRHG scores. Furthermore, only SDS high group 
had a correlation between SDS score and FRHG score. The result implies a psychological 
problem could differentiate family relationship trajectory. 
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１．研究開始当初の背景 

過去における親子関係が現在の問題や症
状の発生をもたらすという視点は Freud以降、

心理療法や臨床心理学における伝統的な視
点となっている。言わば親子関係あるいは家
族病因論である。しかしながら、どのような
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家族関係が問題や症状と関連しているのか
を過去から現在に至る累積的家族関係から
捉えた実証的知見は意外なほど少ない。 

累積的家族関係というのは、ある人が過去
の家族関係をどのように捉えてきたのかと
いう、いわばその人の家族についての物語を
反映したものである。従って、累積した家族
関係を研究によって扱う場合は、ある人が持
つ過去から現在にかけてのストーリーを尋
ねる必要がある。このような語りは、カウン
セリングにおいてクライエントが語る家族
関係をリアルに反映しているということが
考えられる。このようなことから累積的家族
関係に関する実証的な知見に加え、累積的家
族関係を測定する斬新的な方法論の開発が
求められた。このような方法論の開発を行う
と同時に、過去から現在に至る時間的要因を
考慮した家族内の関係性が現在の家族関係
にどのような影響を与えているかを明らか
にすることが複雑な家族システムを理解す
る上で必要であった。 
 
２．研究の目的 
  以上のような背景を踏まえ、本研究では、
まず、家族の累積的な関係を測定するための
斬新な方法論として家族関係ヒストリー・グ
ラフ（以下 FRHG）の提案および作成を行った。
次に、FRHGの信頼性と妥当性の検討を行った。
最後に，FRHG の利用とそのデータの分析手法
を確認した上で、過去から現在に至る時間的
要因を考慮した家族内の関係性が現在の家
族関係にどのような影響を与えているかを
明らかにするため主として以下の 3点につい
て検討を行った。 
(1)国際比較を踏まえた日本における家族関

係の推移の特徴と過去の家族関係の現在
への影響の検討 

(2)男女差を踏まえた FRHGから見た家族関係
の推移の特徴や、現在の結びつきと関連す
る時期および二者関係の明白化 

(3)臨床的要因および臨床群における家族関
係の特徴と過去の家族関係の現在への影
響の検討。 

 
３．研究の方法 
・研究Ⅰ(方法論の提示) 

質問紙による調査を行った。調査対象者は
専門学校生ならびに大学生計 108名(男性 34 
名、女性 74 名)であり、平均年齢は 20.6歳
であった。質問紙の構成は、家族関係の測定
として、FRHGを作成した。FRHGでは、調査
協力者の 3歳から現在に至るまでの家族関係
の良し悪しについて＋5～－5のあいだで一
本のグラフを描くものであり、三者関係（父･
母･子ども）の 3領域に関して測定されてい
る。ここで述べる 3 領域とは、①各二者間の
結びつき②家族内の勢力③子どもの感じた

家族内に関連するストレスであった。 
 
・研究Ⅱ（FRHG の妥当性と信頼性の検討） 

質問紙による調査を行った。調査対象者は
専門学校生ならびに大学生計 287名(男性 95
名、女性 192名)であり、平均年齢は 20.24
歳であった。妥当性の検討の手続きとしては、
年代ごとに得られた幼少期から青年期にか
けての家族関係の結果を NFRJ98 によって算
出された父子関係、母子関係の質の平均値と
の間での相関関係について検討をおこなう。
信頼性の分析における調査対象者は、大学生
31 名(男子 13名、女子 18名、平均年齢 20.45
歳であった。それぞれ１ヶ月、４ヵ月の間隔
を置いたうえで、同じ調査協力者に対して
FRHGの回答を２回求めて、再検査法の観点か
ら信頼性の検討を行った。 
 
・研究Ⅲ（国際比較を踏まえた累積的家族関
係） 

質問紙調査を実施した。対象者は日本人の
男性 73名（平均 21.82歳）、女性 96名（平
均 21.62歳）、韓国人の男性 102名（平均 22.84
歳）、女性 123 名（平均 20.88 歳）、中国人の
男性 76名（平均 21.34 歳）、女性 161 名（平
均 20.47 歳）の計 631名（平均 21.37 歳）の
データを分析に使用した。質問紙の構成は、
①フェイスシート、②FRHGによる父母、父子、
母子の 3 者間の「結びつき」因子である。 
 
・研究Ⅳ（男女差や臨床的な側面を踏まえた
累積的家族関係の特徴） 

Wakashima et al(2011)にて報告されたデ
ータ（2009年 10月。大学生・専門学校生を
対象。平均年齢は 20.64 歳）から 75名（女
性 57 名、男性 18名）および 2013年 2 月に
インターネット調査により FRHGを実施され、
100名（女性 48 名、男性 52 名）のデータを
追加した（18歳から 28歳までの大学生を対
象。平均年齢 21.74 歳）。SDS はこの 100 名の
みに実施された。臨床群のデータは、2009年
11 月以前から 2012年 1月にかけて実施され
た。臨床群の評定者は、男性 3名・女性 6名
（平均年齢 41.00 歳)であり、IPとの間柄は
母が 6名、本人が 2名、父親が 1名であった。
なお、本研究は大学の倫理委員会の審査を受
け、承認されていることを付記する。 
 
４．研究成果 
・研究Ⅰの成果 

本研究では、ナラティヴに基づくような過
去から現在に至る累積的家族関係により、家
族を総合的に理解する新たな研究手法を報
告した。その中で、累積的家族関係を捉える
ために、FRHGを使用し、その尺度を用いた研
究の方法論を提示した。本研究では、青年期
後期の女子が感じる｢家族に関連するストレ



ス｣は、現在、ないし直前の父子関係とのあ
いだに強い関連があることが示唆された。 

また、｢現在の父子結びつき｣は現在やその
直前の母子関係とのあいだに強い関連が見
られた結果からも、父子関係と母子関係のあ
いだの関連性を強く示すものであろう。ある
時点における子どもの困難に対して当人を
含めた家族関係を支援対象とする際には、子
どもの幼少期のような過去の家族関係の認
識に変化をもたらすこと以上に、まずは現在
の家族関係に着目することが有用であるこ
とが示唆された。 

しかしながら、FRHG を使用する上で、信頼
性と妥当性の検討が必要不可欠な課題とな
った。 
 
・研究Ⅱの成果 

研究Ⅱにおける妥当性の検討では、NFRJ98
の「関係性の質」項目と FRHG の「結びつき」
の比較が試みられた。3 歳から 18 歳までの
FRHGに示された父子関係・母子関係の結びつ
きは、同年齢の NFRJ98 の関係性の質との相
関がそれぞれ.92 と.76 であり、現時点にお
いて想起された累積的親子関係の推移は、各
年齢時において測定された親子関係の結果
を累積させて作られた推移と変わらない結
果を示したと言える。このことから FRHG に
は過去から現在の家族関係を測定する尺度
としての一定の妥当性がある。  

次に、1 ヵ月の再検査信頼性の検討では、3
歳から 20 歳までの結びつきの相関は高く、
勢力では 9 歳から 20 歳までの相関は高いも
のであった。4 ヶ月の再検査信頼性では、概
ね 15 歳以上で安定した相関が見られ、勢力
では不安定な相関関係を示した。つまり、妥
当性・信頼性を考慮したとき、結びつきとい
う変数を用いることがよりよい選択と考え
られる。 

また、勢力の結果を考慮すると、小学生段
階以降の結果を使用することが望ましいと
推察された。 
 
・研究Ⅲの成果 

研究Ⅲでは、FRHGによる結びつきの項目を
用いて、日本、韓国、中国の間で比較検討を
行った。その結果、中学校以降において日本
は韓国・中国よりも家族の結びつきが低いこ
とが明らかにされた。本研究では家族の結び
つきが国によって大きく異なることを明ら
かにしたと言えるだろう。同じ東アジアに位
置する国でありながら、異なる特徴を示した
理由について本研究で詳しく述べることは
できない。それぞれの国における家族関係や
家庭・学校における教育スタイルの違いとい
った社会・文化的な要因についても検討して
いくことが必要であると考えられ、今後の課
題の一つであると言えるだろう。 

 
・研究Ⅳの成果 

研究Ⅳでは，1)男女差を踏まえた FRHG か
ら見た家族関係の推移の特徴や、現在の結び
つきと関連する時期および二者関係の明白
化に加え、2)臨床的要因および臨床群におけ
る家族関係の特徴と過去の家族関係の現在
への影響の検討を行った。 

一般的家族関係では、現在において、父－
子の結びつきがやや低下するようである。母
－子関係では、中学時期がやや低下するもの
の、それ以外は比較的安定していた。父－母
関係も比較的安定している(Figure1 参照)。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
Figure1.家族の結びつきの平均値 

 
男女別にみると、男性は全般的に現在の結

びつきを高く認知する傾向がある(Figure2
参照)。 

女性は母親に対して中学時期にやや低下
を示すものの、高い結びつきで比較的安定し
ていると認知しているようであった。また、
父親との関係は現在において低下している
と認知しているようであった。夫婦関係は中
学時期・高校時期にやや低下するが、現在は
以前の高い結びつきの時期と同様であると
認知しているようであった(Figure3 参照)。 

また，男性の場合、父－子結びつきが現在
の他なる二者関係に関連している一方で、女
性の場合、父－子結びつきは現在に近い時期
の父－母結びつきに緩やかな関連があった。
また、母－子結び付きでは、男性では各時期
と他なる二者関係と全般的に関連している
一方で、女性の場合、より初期の父－母結び
つきや、小学校低学年・高学年時の父－子結
びつきの関連が見られるなど、男性と女性に
よる累積的家族関係の相違、あるいはその認
知に相違があった。 

 
 



 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
Figure2.男性の家族の結びつきの平均値 
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Figure3.女性の家族の結びつきの平均値 
 
 

 次に、FRHGと SDSの関連を検討した。その
際、SDS 得点を高群・中群・低群に区分して、
それぞれ FRHG との相関を分析した。その結
果、SDS高群でのみ、FRHG との関連が見られ
た。例えば、男性では、小学校高学年時期の
父－子結びつきが、女性では、高校時期の父
－子結びつき、および、中学時期の父－母結
びつきが有意な関連を示していた。また、変
動性と SDS得点の関連も指摘できた。男性に
おいて、高校生時期から現在での父－母結び
つきの低下は、現在の SDS得点に弱い関連を
示した。また、有意ではないが小学校低学年
時から高学年時での母－子結びつきの低下
は、男性で r=-.24、女性で r=-.22 という関
連を示している。これらは直接的な関連では

ないかもしれない。 
しかしながら、サンプル数を増やして、また、
SDS 以外のその他の適切な尺度を用いて再検
討してみる価値はあるであろう。 
 最後に、FRHGを用いた家族関係の推移の臨
床群と非臨床群（一般群）との比較では、臨
床群は非臨床群に比べて、父－子結びつきは
問題の生起により、あるいは高校時期以降に
低下、もしくは低下したと認知しているよう
であった。また、母－子結びつきについては、
臨床群では非臨床群に比べて、全般的に低い、
あるいは低いと認知していた。父－母結びつ
きもまた、問題の生起によって、あるいは高
校時期から現在にかけて、急激に低下、もし
くは低下したと認知しているようであった。 
 
・まとめ 

本報告は、FRHGを用いた臨床研究への接近
の手法を示すことであり、実際にここで示し
た結果を信頼する必要はない。あくまでも累
積的家族関係から家族システムを把握する
ことが重要であり、そのために FRHG の使用
法と研究の手法を提示することが必要性を
もった。家族システム論においてはこれまで
過去から現在などを含む時間概念は保留さ
れる傾向にあり、共時的な家族関係から家族
システムを理解するという傾向が強かった。 

しかしながら、本研究において累積的な家
族関係も考慮しながら家族システムを理解
していくことの重要性を示したことは十分
に意義があるといえる。特に、これまでの多
くの家族研究は、問題の原因として家族関係
を検討しているが、本研究では、家族内で問
題が発生したことで、否定的な家族関係が構
築されている、あるいは否定的に家族関係を
認知するという可能性が臨床群のデータか
ら推察することが出来た。 

今後はサンプル数を増やしながら安定し
た知見を提示することが課題といえる。 
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